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常任委員会だより
総務常任

委員会

　

改
選
後
初
め
て
開
か
れ
た

常
任
委
員
会
。
新
し
い
顔
ぶ

れ
で
、
本
会
議
よ
り
付
託
を

受
け
た
議
案
に
つ
い
て
、
活

発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
慎

重
に
審
査
を
行
っ
た
。

　

尚
、
議
案
は
、
一
般
会
計

補
正
予
算
の
専
決
処
分
の
承

認
に
つ
い
て
、
条
例
関
係
２

件
、
一
般
会
計
補
正
予
算
の

計
４
件
で
あ
る
。

○
仙
北
市
一
般
職
の
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

問　

該
当
す
る
職
員
は
何
名

か
。
総
務
省
の
是
正
指
導
の

具
体
的
な
内
容
を
伺
う
。
ま

た
、
組
合
等
の
協
定
書
に
つ

い
て
も
確
認
し
た
い

答　

職
員
数
８
５
８
名
の

内
、
組
合
員
数
は
４
９
９
名

で
あ
る
。
総
務
省
か
ら
の
是

正
指
導
に
つ
い
て
は
、
平
成

22
年
４
月
９
日
に
地
方
公
共

と
し
て
い
る
活
動
団
体
で
は

な
い
の
で
、
法
人
税
の
均
等

割
額
が
今
回
の
減
免
対
象
と

な
る
。
法
人
の
申
告
書
、
そ

の
他
必
要
書
類
を
勘
案
し
、

判
断
し
て
行
き
た
い
。

○
仙
北
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

問　

地
域
運
営
体
活
動
推
進

費
交
付
金
５
０
０
万
円
に
つ

い
て
最
初
か
ら
金
額
あ
り
き

で
は
い
け
な
い
の
で
は
な
い

か
。

答　

予
算
上
５
０
０
万

円
を
計
上
し
て
い
る
が
、

５
０
０
万
円
を
そ
の
ま
ま
交

付
す
る
と
い
う
事
で
は
な

く
、
事
業
計
画
に
基
づ
き
交

付
申
請
書
を
提
出
い
た
だ

き
、
審
査
の
上
、
交
付
す
る

と
な
っ
て
お
り
、
事
業
に
見

合
っ
た
額
の
み
の
交
付
と
な

る
。

問　

地
上
デ
ジ
タ
ル
難
視
聴

整
備
事
業
費
の
費
用
負
担
割

合
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

２
／
３
が
国
負
担
、
１

／
３
が
市
と
個
人
負
担
で
あ

る
。
尚
、
黒
沢
地
区
は
43
世

団
体
に
緊
急
事
故
点
検
の
通

知
が
あ
り
、
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
条
例
に
定
め
ら
れ
て
い

る
項
目
以
外
に
引
き
去
り
し

て
い
た
項
目
が
あ
っ
た
。
早

急
に
直
す
必
要
が
あ
り
、
今

定
例
会
に
訂
正
の
お
願
い
を

し
た
。
ま
た
、
引
き
去
り
に

つ
い
て
は
職
員
組
合
と
協
定

を
結
ん
で
い
る
。

意
見

　

職
員
で
組
織
さ
れ
て
い
る

共
済
組
合
、
団
体
等
の
活
動

に
お
い
て
職
員
本
来
の
業
務

に
あ
っ
て
は
事
務
的
な
こ
と

で
な
れ
合
い
に
な
り
が
ち
な

の
で
、
給
与
か
ら
の
引
き
去

り
等
に
つ
い
て
も
、
法
律
に

基
づ
い
て
襟
を
正
し
、
お
互

い
気
を
つ
け
て
日
々
や
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

○
仙
北
市
市
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

問　

非
営
利
活
動
事
業
の
判

断
等
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

特
定
非
営
利
活
動
推
進

法
第
２
条
に
設
定
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
中
で
17
項
目
が
規

定
さ
れ
、
こ
の
規
定
さ
れ
た

活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
が

対
象
と
な
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

に
つ
い
て
は
、
収
益
を
目
的

帯
、
北
沢
地
区
は
８
世
帯
で

あ
る
。

問　

地
域
総
合
整
備
資
金
貸

付
金
は
「
の
の
は
な
」
の
介

護
施
設
建
設
事
業
へ
の
貸
付

金
で
あ
る
が
、「
の
の
は
な
」

に
万
一
事
故
が
あ
っ
た
場
合

は
ど
う
な
る
の
か
。

答　

ふ
る
さ
と
財
団
融
資
の

条
件
の
中
に
、
連
帯
保
証
予

定
者
の
確
約
書
の
添
付
が
あ

り
、
銀
行
の
確
実
な
連
帯
保

証
な
の
で
心
配
は
な
い
。

新築工事中の「ののはなデイサービスセンター」

難視聴を解消する地上デジタルアンテナ
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議
案
第
75
号　

仙
北
市

国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

当
局　

所
得
の
落
ち
込
み
、

資
産
評
価
の
影
響
に
よ
り

不
足
が
見
込
ま
れ
る
額
、

６
１
５
６
万
７
千
円
、
軽
減

措
置
に
よ
り
不
足
が
見
込
ま

れ
る
額
３
千
万
円
等
、
合

計
１
億
１
１
５
６
万
７
千

円
。
負
担
金
、
交
付
金
そ
の

他
に
よ
る
増
加
分
（
調
整
交

付
金
返
還
に
係
る
加
算
金

繰
入
金
７
５
０
万
円
含
む
）

３
０
５
０
万
円
、
差
し
引

８
１
０
６
万
７
千
円
が
不
足

と
見
込
ま
れ
る
額
で
あ
る
。

問　

景
気
の
悪
化
で
所
得
が

落
ち
込
ん
で
い
る
中
で
今
年

税
率
を
上
げ
て
も
、
基
金
が

ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
で
は
、

来
年
度
も
税
率
が
上
が
っ
て

い
く
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ

で
は
市
民
の
方
々
か
ら
理
解

が
得
ら
れ
な
い
。
大
仙
市
、

議
案
第
86
号
市
有
財
産

の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

　

関
連
議
案
、
77
号　

78
号

79
号
と
一
括
し
て
審
査
し

た
。

　

譲
渡
先
の
仙
北
市
社
会
福

祉
協
議
会
に
対
し
毎
年
、
約

４
０
０
０
万
円
の
運
営
補
助

金
に
つ
い
て
の
考
え
方
、
社

協
の
今
後
の
財
政
見
通
し
、

ま
た
候
補
選
定
の
あ
り
方
等

に
つ
い
て
引
き
続
き
調
査
が

必
要
な
た
め
閉
会
中
の
継
続

審
査
と
す
る
こ
と
に
全
会
一

致
で
決
定
し
た
。

※
当
局
か
ら
の
議
案
が
継
続

審
査
と
な
っ
た
の
は
仙
北
市

議
会
初
め
て
の
事
で
あ
る
。

議
案
第
80
号
平
成
22
年

度
仙
北
市
一
般
会
計
補

正
予
算

問　

衛
生
費
の
子
宮
頸
ガ
ン

予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
、
女
子
児
童
、
生
徒
が
任

意
の
接
種
で
あ
る
が
来
年
度

以
降
も
継
続
で
考
え
て
い
る

事
業
か
、
ま
た
集
団
接
種
へ

の
移
行
は
な
い
か
。

答　

今
年
度
か
ら
の
事
業
で

あ
り
、
保
護
者
の
同
意
が
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
年

の
実
績
を
考
慮
し
来
年
以
降

検
討
し
た
い
。

横
手
市
の
よ
う
に
法
定
外
繰

り
入
れ
を
し
て
国
保
財
政
の

安
定
化
計
画
を
早
期
に
策
定

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

答　

法
定
外
繰
入
に
関
し
て

は
、
慎
重
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

こ
の
状
況
を
毎
年
繰
り
返

す
こ
と
は
出
来
な
い
、
国
保

会
計
に
必
要
な
安
定
化
計
画

を
策
定
し
、
維
持
し
て
い
く

こ
と
も
手
法
の
一
つ
と
考
え

る
。
他
市
町
村
の
事
例
も
研

究
し
そ
の
方
向
づ
け
を
し
て

い
く
。

議
案
84
号
仙
北
市
ご
み

処
理
施
設
大
規
模
改
修

問　

来
年
度
で
大
規
模
改
修

工
事
は
終
了
す
る
が
、
今
後

何
年
、
改
修
し
な
い
で
耐
え

ら
れ
る
の
か
。

答　

お
お
よ
そ
10
年
サ
イ
ク

ル
と
考
え
て
い
る
。
部
品
の

在
庫
が
無
く
な
る
こ
と
が
大

き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

問　

建
設
当
初
か
ら
10
年
後

の
大
規
模
改
修
は
想
定
さ
れ

て
い
た
の
か
。

答　

大
規
模
改
修
に
係
る
起

債
が
7
年
目
か
ら
可
能
と
な

る
こ
と
か
ら
、
10
年
近
く
稼

働
し
続
け
れ
ば
改
修
が
必
要

と
な
る
の
が
通
例
と
理
解
し

て
い
る
。
少
し
で
も
長
く
稼

働
で
き
る
よ
う
引
き
続
き
、

施
設
管
理
の
徹
底
を
図
っ
て

い
く
。

問　

国
保
会
計
調
整
交
付
金

返
還
に
係
る
加
算
金
分
繰
入

金
（
７
５
０
万
円
）
の
財
源

に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。（
市
長
に
答
弁
を

求
め
た
）

答　

現
在
、
継
続
し
て
副
市

長
を
中
心
に
国
保
調
整
交
付

金
調
査
委
員
を
行
っ
て
い

る
。
10
月
ま
で
に
は
調
査
を

終
え
た
い
。
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
、
加
算
金
の
繰
入
金
に

つ
い
て
は
市
民
へ
迷
惑
を
か

け
る
こ
と
な
く
、
市
民
の

方
々
の
納
得
の
い
く
手
法
を

構
築
し
て
い
く
。

議
案
第
85
号
西
明
寺
中

学
校
野
球
場
整
備
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

問　

大
き
い
野
球
場
な
の
で

管
理
が
心
配
で
あ
る
。
学
校

だ
け
で
管
理
す
る
の
か
、
ま

た
農
作
業
に
行
く
人
は
野
球

場
に
新
た
に
設
置
さ
れ
る
道

路
を
利
用
で
き
る
の
か
。

答　

通
年
の
管
理
に
つ
い
て

は
、
中
学
校
に
お
願
い
す
る

が
、
各
中
学
校
と
同
様
に
、

野
球
部
親
の
会
の
協
力
も
い

た
だ
く
。
周
辺
の
道
路
に
つ

い
て
は
、
中
学
校
と
協
議
し

農
作
業
に
行
く
人
は
、
通
行

で
き
る
よ
う
に
す
る
。
併
せ

て
管
理
に
つ
い
て
の
協
力
も

検
討
し
て
い
く
。
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「かくのだて桜苑」と共に民営化予定の「角館寿楽荘」

工事中の西明寺中学校野球場
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◎
議
案
第
70
号　

専
決

処
分
の
承
認
に
つ
い
て

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）
に
つ
い
て
、
内
容
は

桜
ま
つ
り
の
期
間
延
長
に
伴

う
補
助
金
の
増
額
で
あ
る
。

　

全
会
一
致
で
承
認
と
決

定
。

◎
議
案
第
74
号　

仙
北

市
簡
易
水
道
事
業
の
設

置
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て
。

　

内
容
は
西
明
寺
地
区
簡
易

水
道
の
給
水
範
囲
を
変
更
す

る
も
の
で
あ
る
。

問　

給
水
範
囲
の
増
加
分
が

「
田
沢
湖
角
館
東
前
郷
地
区

の
一
部
」
と
な
っ
て
い
る
が

な
ぜ
一
部
な
の
か
。

答　

現
在
の
西
明
寺
地
区
簡

易
水
道
施
設
に
手
を
加
え
な

い
で
活
用
し
、
余
裕
あ
る
水

量
を
供
給
す
る
た
め
で
あ

る
。
さ
ら
に
拡
張
す
る
と
新

◎
議
案
第
30
号　

平
成

22
年
度
仙
北
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

内
容
は
常
任
委
員
会
所
管

の
補
正
予
算
。

問　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
施
設

に
つ
い
て
当
初
の
計
画
と
事

業
実
施
状
況
が
違
っ
て
い
る

が
原
因
は
何
な
の
か
。

答　

原
料
の
チ
ッ
プ
の
水
分

が
予
定
よ
り
多
い
の
が
第
一

で
あ
り
、
ま
た
受
け
入
れ
側

で
あ
る
「
ク
リ
オ
ン
・
に
し

き
園
」
の
需
要
に
応
じ
て
電

気
、
熱
量
を
、
送
る
シ
ス
テ

ム
で
あ
り
、
常
に
フ
ル
稼
働

は
で
き
な
い
。
水
分
50
％
以

下
の
チ
ッ
プ
の
提
供
を
お
願

い
し
て
い
く
。

　

今
年
一
年
は
稼
働
の
状
況

を
安
定
さ
せ
、
し
っ
か
り

デ
ー
タ
を
と
り
、
収
支
状
況

を
見
極
め
、
一
日
も
早
く
事

業
目
的
に
沿
っ
た
稼
働
体
制

に
し
て
い
き
た
い
。

問　

総
合
産
業
研
究
所
の
事

業
内
容
が
明
確
で
な
い
。
事

業
の
方
向
性
を
伺
う
。

答　

米
・
野
菜
・
農
産
加
工

品
を
主
体
と
し
て
い
る
。

　

加
工
品
は
天
然
着
色
料
を

使
用
し
た「
い
ぶ
り
が
っ
こ
」

を
前
面
に
、
仙
北
市
の
安
全

安
心
な
食
品
を
首
都
圏
で
Ｐ

Ｒ
す
る
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
も
活
用
し
、
所
得
確

保
に
向
け
て
い
く
。

　

全
会
一
致
で
原
案
を
可
と

決
定
。

◎
議
案
第
83
号　

平
成

22
年
度
仙
北
市
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第

一
号
）

　

内
容
は
国
道
46
号
バ
イ
パ

ス
工
事
に
伴
い
月
見
堂
地
内

の
支
障
と
な
る
水
道
管
の
移

設
に
係
る
補
正
予
算
。
全
会

一
致
で
原
案
を
可
と
決
定
。

た
な
水
源
が
必
要
と
な
る
。

今
後
、
新
た
な
水
源
が
確
保

で
き
た
場
合
は
東
前
郷
地
区

に
限
ら
ず
給
水
範
囲
を
拡
張

し
た
い
。

　

全
会
一
致
で
原
案
を
可
と

決
定

◎
議
案
第
76
号　

仙
北

市
河
川
公
園
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て
。

　

内
容
は「
玉
川
河
川
公
園
」

を
追
加
す
る
。

　

全
会
一
致
で
原
案
を
可
と

決
定

採
択

◎
陳
情
第
５
号　

安
全
・
安

心
な
国
民
生
活
実
現
の
た

め
、
防
災
・
生
活
関
連
予
算

の
拡
充
と
国
土
交
通
省
の
地

方
出
先
機
関
の
存
続
を
求
め

る
陳
情
書
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陳　

情

給水が予定されている田沢湖角館東前郷地区

玉川河川公園


